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ご挨拶

「米粉で地域を変え、日本の農業を変えよう。そして新しい米粉食文化を創造したい」一こ

れが私達の変わらぬ願いです。日本の食料自給率は先進国最低の40%と なっていますが、世

界の食料需給は極めて不安定です。2008年にはアジアを中心に米不足から暴動が起き、1了力

国が禁輸しました。2010年にはロシアが異常気象による小麦産地の干ばつで、輸出禁止に踏

み切りました。事態が瞬時に一変するのが食料の社会ですが、危機意識が足りないのが私達

ではないでしょうか.今後の世界の人□増加や食生活の変化、地球環境の悪化などを考える

と、最大限国内の自給率を高める事が大切です。

その切り札の一つが、国内産の米粉生産です。残念ながら主食である米の消費は減り続け、

水田の約4割 を生産調整するまでになっています。一方、輸入小麦は約500万 トンにのぼりま

す。そこで、連作障害がないなど世界に誇る貴重な資源である水田の機能を活かし、米粉用

米作りや製粉機導入等に国が助成、パンや麺などの普及を進め自給率向上に結び付けよう

というのが新たに打ち出された政策です。

待望された政策で、22年度の米粉用米生産は倍増の勢いです。しかしわが国の新しい米粉

産業に発展させるには、課題が多々あります。多収穫稲の生産振興と安定した価格助成措置、

米粉の規格・基準の設定、米粉の特性を生かした新商品の開発や技術研修、消費者に安全安

心を担保する表示改善、さらに消費の拡大が最も大きな課題です。

私達CAP.N(キ ャップ.ネット)は、志を同じくする川上から川下までの皆さんとのネットワークを拡

げ、情報提供や生産からマーケティングまでの課題解決へのサポート、食育、消費拡大イベン

トなど創造的な活動を積み重ね 「米粉のことならキャップネットに」と言われる状況をつくりた

いと思います。輸入小麦による粉食文イヒから米粉の食文化を創るロマンに満ちた挑戦でもあ

ります。

ぜひ皆さんの参加を心から期待しています。

特定非営利活動法人 国内産米粉促進ネットワーク

理事長 島田圭一郎

CAP.N(キャップ.ネット)は、新規米 粉(微 細粉技術の開発に

より誕生 した、より高 品質の米粉)の 普及、米粉 産業 の

発展を目指して、2008年9月 に任意 団体としてスタート。

2009年5月 に特定非 営利活動法人として認定され、

米粉普及活動 を推進しております。
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略 称:CAP.N(キ ャップ.ネット)とは、

CountryArrOzpromoteNetw。rk(ア ロースと は ポル トガ ル語 で 米 と いう

意 味)の 略 で あ る と同 時 に、新 規 米 粉 産 業 のCAP(指 導 者 ・先 導 者)た ちの

ネ ットワ ー クと い う意 味 を込 め ま した 。
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食料農 業儂 村に今・大きな変革が求められています・1
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CAP.N(キ ャップ.ネット)で は

◎ 画期的な製粉技術が開発され新規米粉が登場した今、

農業生産者・農業団体/食 品製造・流通・外食関係事業者/関 連機械メーカー

食材販売業者/消 費者・消費者団体、等

◎ 川上から川下までの、志を同じくする多くの関係者 ・賛 同者と共 に横 断的に

室 ットワークを構成。

◎ 国内産米粉の普及促進により、お米の粉食文化の樹立に向けて、

◎ 新規米粉に関する情報提供や生産からマーケティングまで、

〈米粉ビジネス〉に関するあらゆる相談に応じています。

CAP.駅 キャ噌プネΨト)活動 向 容

米粉普及・啓発活動

◇米粉関連セミナー、講演会、展示会の開催

◇先進地視察の企画

◇米粉セミナー講師の派遣

◇各種情報提供

幽1轟評鑑
総.

実 績:CAP.N会 員 懇話 会

フ ードシステ ム ソリユーション`米粉 パ ビ リオン"

教 育 フォー ラムin上 越 一牛 乳 ・米 粉 普 及PR企 画

米 粉 ビジ ネ スコンサ ル相 談 会(全 国 各 地)

FOOD×JAPAN米 粉 パ ビリオン

CAP.N通 信(4回/年)、 メール マ ガ ジン、ホ ー ム ペ ー ジな ど
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人材育成活動

◇米粉パン・菓子 ・麺 ・料理等技術者養成講座の開催

◇米粉製造業者の現地研修会の開催

◇米粉食品技術指導員の派遣

実績:米粉パン技術講習会・米粉パン専門講座

「米粉食品講座」協力(こっけん料理研究所)・

米粉食品指導員認定・米粉パン専門コース等 など 米粉指導員認定講座

(こっけん料理研究所)

米粉事業開発相談・支援活動

◇米粉関連講習会・セミナー開催支援

◇事業導入計画・設置・運営計画支援

◇商品開発/商 品製造技術指導

◇米粉製粉工場/米 粉商品製造(工 場)から

販売(店舗)までをトータルサポート

原料・関連機器紹介活動

◇米粉/副 原料/副 資材等の共同購入

◇米粉製粉機械/製 パン/麺 関連器機の紹介
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CAP.囲(キ ャΨフ.ネΨト)暦信=

賛 助 会 員(団 体・企業・個人)を

募 集 しτ いま す 。

米粉の普及を図り、地域を元気にしましょう1

詳細 は事務 局までお問 い合 わせ下 さい。
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【CAP.N千 量員 】

理 事 長

副理事長
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島田圭一郎

萩田 敏

高橋仙一郎

岡阿弥靖正

風間与司治

鈴木 忍
富田 孝妬

安村 碩之

江川 和徳

大野 信子

川村耕太郎

佐藤 正志
堤 公博

平岡 豊

岡元かっ子
高橋 正郎

協同総合研究所理事長/日 本農業新聞元代表取締役

(財)日本穀物検定協会 参与

(協)米ワールド21普及協議会 専務理事

元全国農業協同組合連合会 専務

東都生活協同組合 常務理事

花みどり研究所 主宰
日本労働者協同組合連合会 常任理事

元日本大学生物資源科学部 教授

新潟県農業総合研究所 元食品研究センター長

和洋女子大学家政学部 教授

東京商工会議所 元常務理事
全国稲作経営者会議 会長

米・食味鑑定士、有機農業アドバイザー
マーケティング・プロデューサー

労協センター事業団 副理事長

日本フードシステム学会名誉会員

【パ ートナ ー団体】

全国農業協同組合qコ央会(JA全 中)/全 国農業協同組合連合会(JA全 農)/農 林中央金庫/

全国農業会議所/社 団法人全国農業共済協会/労 協センター事業団/

財団法人日本穀物検定協会/東 都生活協同組合/日 本農業新聞/北 九州農業協同組合/

その他米粉に係る多数の企業・個人

特定非営利活動法人国 内 産 米 粉 促 進 ネ ットワ ー ク 〒135-OO16東 京都江東 区東陽5-24-6-201編 TELO3-5634-6383FAXO3-5634-53了OE-mal1.cap.netO8@gmalLcomhttp://www.cap-n.」p/



NPO法 人 国 内 産 米 粉 促 進 ネ ッ トワー ク(CAP.N)

賛助会員 入会 申込書

■ 申込要領=入 会 申込書該 当項 目に ご記 入 の上 、下 記事務 局宛 て にお 申 し込 み下 さい。

入会 申 し込 み は、郵送 、Eメ ー ル、FAXの いずれ で も受 け付 け ます。

■送 付 先:NPO法 人 国内産 米粉 促進 ネ ッ トワー ク

〒135-0016東 京 都江 東 区東陽5-24-6-201

TELO3-5634-6383FA×03-5634-5370E-mail:cap.netO8@gmaiLcom

※入会申込書でご提出いただいた個人情報は、当会の個人情報保護ポリシーに基づき、安全かつ厳重に管理いたします。
コクナィサンコメコソクシン

※お振 り込み先=三 菱東京UFJ銀 行 木場深川支店(普)0015510〔 口座名〕国内産米粉促進ネッ トワー ク

入会申込書

会費種別(該 当箇所を0で 囲む):団 体・企業賛助会員、個人賛助会員

申込 日:年 月 日

■団体・企業賛助会員 会 費(年)50,000円(1口 以 上)

団体・企業名

所在地

窓口担当者

会 費

(フリガナ)

〒

(フリガナ)

氏名

部署

役職

電話 FA× E-mail

口 円

■個人賛助会員 会費(年)3,000円

(フリカ"ナ〉

氏 名

連絡先

住 所

所 属

E-mail

()男 ()女

()自 宅 ()所 属先

〒

(所属先名称〉

(部署・肩書き等)

電話 (携帯〉 FAX


